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1．はじめに

私は 8月 16日から 9月 2日の 18日間，アメリカ
のサンフランシスコおよびサンノゼで行われたグロ
ーバル人材育成プログラムに参加した．到着後 2日
間はシリコンバレーの様々な企業を見学し，その後
2週間のホームステイと 10日間のインターンシッ
プを行った．

2．参加目的

私は将来海外で働ける人材になりたいと思ってい
る．そのためには，大学生のうちに海外の文化や価
値観を知り，海外で働く経験が必要だと思った．昨
年度受講した，ASEAN グローバルプログラムで
は，様々な価値観や文化を学ぶことが出来たため，
今年度はそこからレベルアップをして，世界での仕
事に対する考え方や取り組み方を学びたいと思っ
た．

3．企業見学

初日には，フィットネス用のウェアラブルデバイ
スを開発，販売している fitbit 社に訪問した．会社
の方にお話をしていただき，シリコンバレーは，た
くさんの情報と優秀な人材が集まってくる場所だと
いうことを学んだ．データーベース管理システムを
扱う Oracle 社では，シリコンバレーならではの働
き方を学んだ．各国から来た優秀な人材が数多くい
るため，働き方にもたくさんの自由があることを知
った．しかしその反面，徹底した実力主義であり，
会社から必要とされなければクビになることもある
と聞いた．どんな働き方にもメリットとデメリット
の両方が存在する事を知った．どのような働き方を

選択するかは自分次第だが，メリットとデメリット
の両面について知っておく必要があると思った．

4．スタンフォード大学訪問

スタンフォード大学では，デザイン思考教室の見
学後，現地学生との交流を行った．現地学生との交
流を通じて一番に感じたのは，生徒一人一人が自分
の意見をはっきりと述べることができる点だと思
う．昨年度のベトナム人学生との交流でも同じこと
を感じた．担当して頂いた学生は，自分の意見を言
う際に配慮がないのではなく，意見の一つ一つにし
っかりと理由をもって話すことのできる方で，とて
も素晴らしいと感じた．私は普段の生活でも思って
いることを口に出すのが難しい場面がよくあるが，
自ら発言する自信を持つことの大切さを学んだ．

5．講演会

山田理さんの講演会では，新しい時代の働き方に
ついて学んだ．共感でお金が動く時代だからこそ共
感できる環境に身を置くことが大切だと感じた．ま
た，日本でも終身雇用という考え方が薄くなってき
ている今の時代の働き方について考えることが，と
ても大切だと学んだ．

6．ホームステイ

2週間のホームステイでは，フィリピン人のマリ
ールーさん一家にお世話になった．ホームステイ先
に到着して最初に感じたのは，ホストマザーの話し
ている英語がまったく聞き取れないという事だ．今
まで聞いたことのない，訛りとスピードで話される
英語は，難しく感じた．また，アメリカと日本の文
化の違いも感じた．水道代が高いためお風呂に入ら
ないとは聞いていたが，実際生活してみるととても
きつく感じた．日本との住環境の違いを身を以て体
感することができた．

7．インターンシップ

今回，私は千住金属工業（通称 SMIC）の海外拠
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点である，Senju Comtek corp にお世話になった．
こちらの会社では，半田材料や FA 装置など半導体
や電子部品に関わる製品を製作しており，その中で
も“ソルダーペースト”と呼ばれる製品を扱う，サ
ンノゼ工場およびサンタクララ本社に訪問させてい
ただいた．実習では，ソルダーペーストの製造から
出荷までの業務とラボワークを体験させて頂いた．
日程ごとの実習内容を表 1に示した．

オリエンテーションでは，工場を案内していただ
き安全管理の方法や各工程の大まかな業務，仕事の
流れを教えて頂いた．製造工程では，クリーンルー
ムと呼ばれるホコリや塵が入らない条件下で，原料
から製品を製造する工程を行った．実際に製品が製
造される過程を体感することは，初めてだったので
とても面白かった．品質管理工程では，とても多く
の検査項目を同時に，かつ受注先が求める方法で検
査しているとこを知り，とても驚いた．さらに，検
査結果が間違っていないことを証明するためにチェ
ックシートを用いて，何度も確認する工程があるこ
とも知った．毎日，同じ検査項目の繰り返しだが，
商品の品質が会社の利益にも反映されうるため，大
切な仕事だと感じた．また，検査項目の中には，普
段勉強している化学が用いられた検査もあり，日常
生活と化学の結びつきを感じた．さらに，梱包や運
搬業務では，毎回製品の確認が行われていた．運搬

途中でトラブルがあっても対応できるように対策を
行っていることも学んだ．商品が受注先に届かない
ことがないように，万全の対策が取られていること
を知った．ラボワークでは，種類の異なる 2種類の
フラックスの水溶性の違いを電子顕微鏡を用いて観
察した．最終日に行ったプレゼンテーションでは，
英語でインターンシップで学んだことを従業員の方
の前で発表した．原稿が表示されないトラブルが起
こり，とっさに英語を話す環境になったこともあ
り，プレゼンテーションはひどい出来であった．今
後社会に出る上で，焦った時に対処する術を身につ
ける必要があると感じた．
実習中には，職場の方とお話しする機会が多かっ
た．初めはゆっくり話して頂かないと聞き取れない
ことも多かったが，日にちが経つにつれて聞き取れ
るようになっていく変化もあり，とても有意義な経
験だった．お昼ご飯の時間には，職場の方とご飯を
食べる機会が多く，アメリカならではの文化を体感
しながら，日本との働き方の違いなどを教えて頂い
た．
今回のインターンシップでは，毎日新しい経験を
させて頂き，有意義な時間を過ごすことができた．
悩むことも多かったが，自ら行動することでたくさ
んの方に支えて頂いた．

8．おわりに

私が今回の研修で一番に感じたのは，自ら行動す
ることの大切さだ．今回の研修では，自ら行動しな
ければ始まらない環境にいることが多かった．イン
ターンシップ初日には，会社の場所がわからず迷子
になったが，道を聞くことで会社まで連れて行って
もらったこともある．自ら行動することで，たくさ
んのことを教えて頂き，学ぶことができた．この経
験を生かして，自ら行動できる機会を無駄にしない
こと肝に命じておこうと思った．

表 1 インターンシップの実習内容

日程 午前 午後

1日目 オリエンテーション 製造

2日目－3日目 製造 製造

4日目－6日目 品質管理 品質管理

7日目 梱包 梱包

8日目 梱包 運搬

9日目 ラボワーク 本社訪問

10日目 レポート作成 プレゼンテーション
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